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1.はじめに 

 去る2015年11月18日、準天頂システムサービス株式

会社（QSS）は、GNSS国際シンポジウムIS-GNSS2015 

組織委員会と共同で、準天頂衛星システムを利用した実

証実験を実施しました。 

本実験は、我が国の準天頂衛星が提供する高精度な位

置情報を活用したバスロケーションシステムを使い、観

光バスツアーの参加者に観光情報を提供するものです。 

日本を代表する観光地である「京都」で行われた実証

実験の概要について、以下にご紹介いたします。 

２．実証実験の目的と背景 

我が国では、2020年に向けて外国人観光客の大幅な増

加が見込まれています。このことは、大きなビジネス機

会を生みますが、一方で多言語に対応した人材の不足に

よるサービス提供体制の弱さが懸念されています。 

バスツアー等の観光サービスにおける、観光ガイドの

不足もその一つです。 

そこで私共QSSは、観光ガイドを支援する試みとし

て、2018年度に本サービスが開始される「準天頂衛星シ

ステム」を始めとしたG空間情報技術と、従来のIoT技術

を組み合わせ、外国人観光客向けに観光情報をタイム

リーに提供する仕組みを構築し、その可能性を実証しま

した。 

今回の実証実験は、昨年11月に京都で行われたGNSS国

際シンポジウム「IS-GNSS2015」で催された、京都市内

観光バスツアー参加者にご協力を頂き、バス乗車中に周

辺の観光情報を提供するという形で実施しました。 

外国人観光客に人気が高く、日本のシンボル的な観光

地である京都で、世界各国のGNSS有識者を対象とした実

験を実施できたことは、我が国の準天頂衛星とその関連

サービスの可能性アピールの絶好の機会となりました。 

３．実証実験の概要とねらい 

今回の実験は、観光バス乗車中に、ツアー客が所有し

ているスマートフォンやタブレット等のモバイル機器を

通じて、バス周辺の観光情報を英語でタイムリーに提供

するものです。バス乗車中も観光気分を味わって頂いた

り、ツアーのあと個人的に訪問したいスポットをツアー

客自身で発見して頂くことが本実験のねらいです。 

通常のバスツアーでは、乗車中に観光ガイドによる観

光案内が行われますが、今回はそれをあえて大幅に省略

し、実験で提供した機能が観光ガイドの支援機能として

有効であるかを検証しました。 

４．実証実験システムの仕組み 

本実験で構築したシステムは、大きく次の３つのセグ

メンセグメントで構成されています。 

 ①車載セグメント／②データセンターセグメント 

 ／③ユーザセグメント 

①の車載セグメントでは、観光バスの天井に設置した準

天頂衛星対応受信機からバスの正確な位置情報を取得し

て、位置情報をデータセンターに送信します。②のデー

タセンターセグメントはインターネット上にあり、バス

の位置情報を地図上にマッピングし、バス周辺の観光情

報と合成します。③はツアー客自身のモバイル機器で

す。モバイル機器のWebブラウザでデータセンターの

Webサーバーにアクセスすると、地図上にバスの現在位

置と、周辺の観光スポットがアイコンで表示されます。

さらにアイコンをタップすることで観光スポットの写真

や説明が表示されます。 

この説明でお分かりの通り、今回の実験では、実験参加

者自身のモバイル機器に組み込まれているGPS等の測位

機能は使用しません。従って実験中の端末の電池消費が

大幅に抑えられます。GPS機能を持たないタブレット等

でも動作が可能です。 

また、海外からの観光客のほとんどは、渡航先でイン

ターネットへアクセスする手段を持っていません。今回

の実験では、バス車内にモバイルWi-Fi ルーターを設置

して参加者に通信環境を提供しました。商用サービスで

も同様の機能が必要になることを想定し、移動中の車内

での Wi-fi通信の機能確認も行っています。 

今回の実験は、実際の商用サービスを見据えており、シ

ステムの導入のしやすさや、導入コストにも配慮したシ

ステム構成を実現しています。 

 一例として、バス位置の測位には弊社が開発した小型

準天頂衛星対応受信機QZ1を使用し、準天頂衛星を含む

マルチGNSSによる衛星測位のみで位置決定をしていま

す。衛星測位のみで本実験の遂行に十分な位置精度が得

られることを事前検証したことで、一般のカーロケー

ターに採用されている車速センサーや加速度センサー等

を用いる必要が無くなり、システム導入のしやすさとコ

スト低減に寄与しています。 

５．実証実験用アプリケーション 

今回の実験の中核となっているのは、ツアー参加者が

自身のモバイル機器で使用する観光ガイドアプリケー

ションです。商用化を見据え、インフ

トール等の手間を省くため、Webベース

のアプリとして開発しました。しかし、

Webベースのアプリは一般的に設計自由

度やアプリの動作速度が専用アプリより

も劣ります。特に動作速度はアプリの使

い勝手に直結するため、設計制約の範囲

内で可能な限りアプリが高速に動作する

様に設計を最適化しました。 

また、本実験用のアプリは、１回限りの

デモンストレーションで使い捨てるもの

ではありません。コンテンツさえ準備す

れば、京都以外の観光地でも直ぐに利用

できる様に設計されており、技術的には     

準天頂衛星システムを活用したバスローケーションシステムによる観光案内の利用実証  
                                                                                          日本電気株式会社 荻野 貢司（正会員） 

  実証実験システムの概念図 
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日本以外の国で利用する事も可能です。 

６．実証実験の結果 

 実証実験当日は生憎の空模様となりましたが、観光バ

スツアーには94名の参加があり、約半数が外国人で、実

験スタッフも含めバス5台でツアーが行われました。 

 京都の代表的な観光スポットである、金閣寺、二条

城、伏見稲荷大社、清水寺を半日で観光するツアーで、

移動中のバス内でアプリを使った実証実験を行いまし

た。また、二条城については、ツアー時間の都合で下車

しない予定であったため、車窓からの眺めとアプリによ

る観光情報で観光を楽しんでもらいました。今回の実験

で提供した観光スポットの情報は全部で約300件で、全

アクセス数は653件でした。９４名の参加者が単純平均

で一人当たり7件の観光情報を見たことになります。 

全体の傾向として、下車して観光したスポット及びバス

走行ルートの周辺にある観光情報へのアクセスが多く、

ほぼ想定通りの結果が得られました。 

 実験終了後にアンケートを実施しました。実験に用い

た観光ガイドアプリの機能や性能については、概ね良好

な回答が得られました。Webアプリ方式を採用しながら

も、ユーザに満足して頂ける操作レスポンスや機能を提

供出来た事が窺え、設計コンセプトが正しい事が確認で

きました。一部ユーザでレスポンスが悪かったとの報告

があり、今後原因を調査、改善する予定です。 

 また「このアプリが外国人観光者にとって有用だと思

うか」という質問に対しては、92％以上が「強くそう思

う／そう思う」と回答しており、今回検証した手法が外

国人観光客向けの情報提供手段として非常に有効である

事が実証出来たと考えております。 

 観光アプリを通じて興味を持った観光スポットがある

か、また、興味を持ったスポットに実際に行ってみたい

か、という質問に対して、94%以上が１つ以上の観光ス

ポットに興味をもち、83％以上が興味を持ったスポット

に実際に行ってみたいと回答しています。 

 このことから、「ツアーのあと個人的に訪問したいス

ポットをツアー客自身で発見して頂く」という本実験の

ねらい通りの結果が得られたと認識しています。 

７．まとめと課題 

 先に述べた実験結果より、実証実験の目的である「G空

間情報技術＋IoT技術による外国人観光客向けに観光ガイ

ド支援の可能性の検証」は達成され、その有効性を実証

出来たものと考えております。 

 今回の実験を通じて多くの知見と実験参加者からの良

好なフィードバックを得る事が出来たことは、私共に

とって大変有意義であり、実証実験は成功を収めたもの

と評価しております。 

 一方、本実験を通じて、様々な課題も露呈しました。

一番大きな課題は、観光コンテンツの整備に関するもの

です。 

 今回の実証実験で最も重要なのは、ツアー客に提供す

る観光コンテンツです。今回は最初の実証実験というこ

とで、既存アプリ用のデータやオープンデータ等をベー

スに、コンテンツを生成しました。 

 京都は元々外国人観光者が多く、我が国の中でも英語

の観光コンテンツが豊富であると予想していましたが、

それでも観光客に喜ばれるような良質のコンテンツを確

保するのは難しく、コンテンツ整備には予想以上のコス

トが必要となる事がわかりました。他の観光地では、コ

ンテンツ整備がより困難であると予想出来ます。 

 また、我が国について言えば、2020年に海外からの観

光特需が見込まれており、これに間に合う様に多言語コ

ンテンツを整備するには、時間的余裕がありません。 

 観光地を抱える自治体や民間企業、地域住民等が協力

して検討を始める時期に来ていると考えております。 

８．今後の展望 

今回の実証実験により、準天頂衛星を利用した観光ガ

イド機能の可能性が開けました。海外からの観光客の皆

様に、より快適に観光を楽しんで頂くため、今後さらに

下記の検証が進められることを期待しております。 

①観光コンテンツの多様化 

今回実験に使用した観光コンテンツは、静止画像とテ

キスト、及び、WebサイトへのURLのみでした。ツアー客

自身が能動的に情報へアクセスする場合は、この組み合

わせが最適だと考えられます。 

しかし、車窓からの風景を楽しみたい時など、音声に

よる案内の方が適切な場合もあります。また、このよう

なケースでは、現実の風景とデータを重ねて表示するAR

技術も有効であると考えられます。 

これらのコンテンツはデータ容量が大きくなるため、

通信や操作性への影響も考慮しながら、有効性を検討す

る必要があります。 

②情報提供の自動化 

バスの自車位置を高精度に測定出来ることを活かし、

特定の観光スポットに接近したら、自動で観光情報を提

供する事も可能になります。 

車内のスピーカーや座席毎のヘッドフォンから自動で

観光案内を流したり、モバイル機器に情報をプッシュ型

で提供する事などが想定されます。 

バスが走行する地域の観光情報を全て登録しておけ

ば、走行ルートが変わっても観光情報の自動提供を適切

に行う事が出来ます。 

③本技術の適用範囲の拡大 

前に述べた通り、今回の実証実験で用いたシステムは

衛星測位のみでバスの位置情報を取得しています。ま

た、バスに固有の機能に依存していないため、他の移動

体にも容易に適用が可能です。 

例えば、タクシーやクルーズ船等、観光に用いられる

乗り物にも転用が出来ると考えています。それぞれの乗

り物に特徴的なコンテンツを用意することで、より効果

的な観光ガイドとして機能させる事ができるでしょう。 

上記①～③の全ての方向性と並行して、コンテンツの

多言語化対応を進めることも重要です。今回の実験で

は、英語のみによる情報提供でしたが、来る2020年に向

けて、多様な言語による観光案内の需要が高まります。 

システム的に言語を切り替えて観光情報を提供する事

は難しくありませんが、先に述べた通り、多くの言語で

コンテンツを作成するためには相応の時間とコストを要

します。 

機械翻訳技術を使い、ベースとなるコンテンツからあ

る程度自動的に多言語コンテンツを生成する等、他のIT

技術領域とも連携することで様々な可能性が見いだされ

るものと考えております。 

 

準天頂衛星システムWebサイトhttp://qzss.go.jp/ 

関連写真・表紙 
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はじめに 

 2015年1月に発表された新たな宇宙基本計画のなか

で、「次世代を担う人材のすそ野拡大に幅広く貢献する

ため、小中学校等における体験型の教育機会の提供等」

を進めるべきことが述べられています。私たちは、近年

全国の小中学校などで行われている「通学路の安全点

検」の取り組みに衛星測位技術を応用することで、その

ような「体験型の教育」の格好の機会が生まれると考え

ています。実際、昨年秋に、小学４年生による安全点検

地図づくりをお手伝いする機会がありましたので、これ

を事例として、「安全教育」と「宇宙教育」とを結びつ

けた、新しい体験型教育が実現できる可能性について述

べてみたいと思います。 

 

「学校安全に関する更なる取組の推進」の要請 

 昨年３月末に、文部科学省から「学校安全に関する更

なる取組の推進について（依頼）」という文書が出され

ています。その中で、「通学路の安全マップの作成及び

活用を促進すること」「家庭や

地域の関係機関・団体との連携

を図ること」などが求められて

います。 

 しかし、同じ文書のなかで、

通学路の安全マップを作成して

いる小中学校の割合が、平成23

年度の85.1%から、平成25年度

には51.4%まで減少しているこ

とも示されています。なぜで

しょうか？ 

 その主要な原因の一つは、手

仕事による安全点検地図づくり

に多大の手間や時間がかかり、

ただでさえ忙しい学校教育現場

にとって、大きな負担になって

いることです。このような状況

を打開し、無理なく持続的に安

全点検地図づくりを行えるよう

にするための支援が必要になっ

ています。 

 

『聞き書きマップ』の開発 
 こうした支援のためのツール

として、私たちは『聞き書き

マップ』というソフトウェアを

開発しました。これは、米国

ESRI社が提供する無償の簡易GIS

ソフトウェア”ArcGIS Explorer 

Desktop”をベースとし、その

上で動作するアドインとして実

装したものです。 

 『聞き書きマップ』の動作の

しくみを、図 2に示します。

『聞き書きマップ』自体はパソ

コン用のソフトウェアですが、

安全点検まちあるきの現場に、

『聞き書きマップ』を入れたパ

ソコンを持って行く必要はあり

ません。まちあるきに持って行

くのは、図 2のなかに示した、

(1)GPS 受 信 機、(2)IC レ コ ー

ダー、(3)デジタルカメラとい

う「３つの小道具」だけです。 

 これらの「３つの小道具」の

『聞き書きマップ』を用いた安全点検地図作り 

        ― 教育との連携による次世代人材育成のために―  
                    科学警察研究所 犯罪行動科学部長 原田 豊 

図 1 通学路安全マップの作成・家庭や地域との連携の要請 （出典：文部科学省ス

ポーツ・青少年局学校健康教育課長「学校安全に関する更なる取組の推進について

（依頼）」（平成27年3月31日）） 

図 2 『聞き書きマップ』による安全点検まちあるきの地図化の手順  
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電源を入れて持って歩けば、歩いた経路はGPS受信機が

自動的に記録してくれます。また、写真を撮った場所

も、GPSのデータを使って自動的に判定できます。これ

だけでも、地図づくりの作業が大幅に省力化されます。 

 まちあるきの際に気づいたことなどは、紙にメモする

代わりに、ICレコーダーに声で録音します。こうするこ

とで、たとえば雨の日などでも、無理なく現地のようす

を記録することができます。音声による記録を効率的に

活用するため、『聞き書きマップ』では、写真の撮影時

刻を目印にして、写真を選ぶと、その写真を撮影した時

刻まで、録音が自動的にジャンプするようになっていま

す（図 3）。 

 つまり、『聞き書きマップ』を使うのは、まちあるき

から帰ってきた後なのです。快適な部屋の中で、お茶で

も飲みながら、声で録音した内容をゆっくり聴き直し

て、所定の欄にその要点だけをキーボードから打ち込ん

でいけばいいわけです。 

 

文部科学省のモデル事業に採用 
 この『聞き書きマップ』を使った小学校の通学路の安

全点検マップづくりが、文部科学省による「防災教育を

中心とした実践的安全教育総合支援事業」のモデル事業

の一つとして、平成２７年度から実施されています。モ

デル校となった小学校では、４年生の社会科の授業に

『聞き書きマップ』による安全点検活動を組み入れ、

「３つの小道具」を使ったフィールドワーク、パソコン

へのデータの取り込み、プリントアウトした地図を使っ

た安全点検マップ作りなどを、約８０人の児童全員が行

いました。 

 本年２月２日には、このモデル事業での取り組みが、

文部科学省主催による「全国成果発表会」で発表され、

全国各都道府県の教育委員会関係者などに紹介されまし

た。このモデル事業は、2016年度にも、別の小学校をモ

デル校として継続されることが決まっています。さら

に、他の府県の教育委員会からも、地元で実施したいと

の打診を複数いただいています。 

「安全点検」を入り口に、多様な体験型教育へ 
 今回、このモデル事業をお手伝いして、強く感じたこ

とがあります。それは、『聞き書きマップ』が、体験型

教育を支援するツールとして、大きな可能性を持ってい

るということです。「３つの小道具」を使ったフィール

ドワークで、子どもたちは、いわば「自分の目線」で身

近な地域の点検を行います。それを写真や音声で記録す

る際にも、驚くような創意工夫を発揮します。たとえ

ば、道路の側溝を覆うコンクリートの蓋が欠けていて危

ないことを示すために、そこにつまずいて転んだ演技を

して、それを記録した例もありました。また、先生方の

ご指導もあって、まちあるきで出会った地域の方々にイ

ンタビューし、その方々の「語り」を記録した例も多く

見られました。こうして自分たち自身で記録したデータ

をパソコンに取り込み、それが『聞き書きマップ』に

よって地理空間データとして表示されると、大きな歓声

が上がりました。あの瞬間、子どもたちは「衛星測位」

の威力と魅力を、文字どおり体験的に学んだに違いあり

ません。 
 「衛星測位」の力に目を見張ったのは、子どもたちば

かりではありません。モデル校の先生方や、視察に来ら

れた文部科学省や県・市の教育委員会の方々も、口々に

「これはすごい」と言ってくださいました。それだけで

なく、「修学旅行の記録に使いたい」「総合学習の『ま

ち探検』にピッタリだ」「地元のお年寄りなどと歩い

て、地域の歴史記録が作れる」など、新しい用途を次々

と提案してくださいました。 
 通学路などの安全マップづくりは、文部科学省の指導

のもと、どの学校でも「やらなければならない」作業で

す。しかし、その作業を『聞き書きマップ』などのツー

ルで行うことで、たんに省力化が実現するばかりでな

く、「衛星測位」という宇宙技術を体験学習することも

できる。これは、私たち自身にとっても、まさに「目か

ら鱗」の発見でした。 

 

準天頂システム対応ロガーの開発で次世代の人材育成

を！ 

 文部科学省のモデル事業を通じ

て、『聞き書きマップ』は、全国の

学校教育現場に浸透し始めていま

す。しかし、私たちには、２つの大

きな懸念があります。一つは、大都

市のビル街などでのGPSの測位精度

の低下の問題です。もう一つは、現

在使っている外国製のGPSロガーの

品質管理の問題です。これらの問題

が解決できなければ、せっかく子ど

もたちが安全点検のフィールドワー

クを行っても、ロガーから取り込ん

だ経路がぐしゃぐしゃになったり、

そもそもロガーが故障してパソコン

に認識されなかったりする事態が起

こります。実際、今年度のモデル事

業をお手伝いした際にも、ロガーの

故障に直面した子が、泣きそうな顔

をするのを目撃してしまいました。

ほんとうに残念でなりません。 

    図 3 『聞き書きマップ』の操作画面と「聞き書き」の手順  
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 生まれて初めて「衛星測位」を体験する10歳の子ども

たちに、こんな思いをさせてはいいけない！ 強くそう思

います。そのためにも、わが国の準天頂システムに対応

し、「ジャパン・クオリティ」の信頼性を持った、シン

プルで安価なロガーの開発が、ぜひとも必要です。 

 私たちの『聞き書きマップ』は、宇宙基本計画に示さ

れた体験型学習を可能にするツールの一つになりうると

自負しています。そのポテンシャルを開花させるために

も、何とかして、現在の外国製GPSに替わる、準天頂シ

ステム対応ロガーの開発を引き受けてくださる日本の

メーカー様を探し出し、子どもたちにも日本のものづく

りの実力を実感させてあげたい。そのために、あらゆる

可能性を探っていきたいと考えています。 

図4 文部科学省モデル事業：小学４年生の社会科に導入 

      小学校の教室も様変わり。 

第10回 ICG (International Committee on Global  

          Navigation Satellite System) について 

    三菱電機㈱ 電子システム事業本部 小山 浩 

2015年11月2日～6日に米国コロラド州ボルダーにて

第10回ICGが開催された。コロラド州には，宇宙航空ビ

ジネスの企業が４４０社あり，米国内で３番目の規

模。日本からは、内閣府 宇宙戦略室、外務省、国土

地理院、情報通信研究機構、JAXA他、民間を含め１３

名が参加した。 

ICGにおいては全体会合において、各国のGNSS開発

状況、GNSS情報の利活用に関する最新トピックスの報

告等が行われた後、WG-A（互換性及び相互運用性）、

WG-B（GNSSサービス性能の向上）、WG-C（情報公開及

び、キャパシティビルディング）、 WG-D（測地座標

系、時刻系及び、利用）の各グループに分かれ、報

告・討議が行われる。各WGにおける主要な決定事項

は、後半の全体会合にて報告され、全体の了承を得る

ことになる。以下では今回、主に出席したWG-Bを中心

に、会議概要を紹介する。 

 WG-Bにおける主要なトッピクスはSSV(Space Ser-

vice Volume)の議論である。現在、通常の周回衛星で

の利用に加え、静止衛星におけるGNSS活用が進みつつ

ある。こうした状況を受け、宇宙空間における各国

GNSSの本格利用のため，必要な情報をブックレットと

して整理し利活用の便を図ることが，WG-Bのアクショ

ンとなっている。 

  図1-A 会場のUniversity Corporation for Atmospheric  

       Research (UCAR), Center Green campus, 

国内イベント 

・2016.03.15-18  電子情報通信学会総合大会（九州大学） 

・2016.04.26-28 測位航法学会全国大会 

              （東京海洋大学・越中島会館) 

・2016.05.20 日本航海学会 GPS/GNSS 研究会 

             （神戸市勤労会館） 

・2016.05.25-27  WTP 2016 (東京ビッグサイト） 

・2016.08.01-06  International Summer School on GNSS 

・2016.10.25-27 GPS/GNSSシンポジウム2016 

              （東京海洋大学・越中島会館） 

・2016.10.29   日本航海学会GPS/GNSS研究会 

                     （呉市生涯生活センター） 

・2016.11.24-26  G-空間EXPO（科学未来館） 

・2018.11.28-12.01 IAIN 2018 (幕張メッセ) 

国外イベント 

･2015.12.07-09 7th AOR Workshop (Brunei) 

・2016.01.25-28 ITM 2016 (Monterey, USA) 

・2016.09.12-16 ION GNSS+ (Portland, USA) 

・2016.10.04-07 IPIN 2016（Madrid, Spain） 

･2016.11.06-11 ICG-11(Sochi, Russia) 

・2016..11.14-16  MGA Conference (Manila, Philippine) 

・2016.12.05-07  IS-GNSS 2016 (Tainan, Taiwan)   

・2017.09.25-29  ION GNSS+ (Portland, USA) 

＊太字は本会主催行事 

情報をお持ちの方は事務局までお知らせ下さい。 

イベントカレンダー 

図１-B  ICG-10 講演会風景 
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  その他、WG-A、WG-C、WG-Dにおける主要討議事

項は以下の通りである。 

WG-A：GNSSに悪影響を与える恐れのある国際移動通

信（ＩＭＴ）の周波数に関する討議、GNSSへの干渉源

に対する対応検討等がなされ、COPUOS科学技術小委員

会においてGNSS電波保護に関する多年度議題を提案す

ること，ＩＧＭＡタスクフォース及び国際ＧＮＳＳ事業

（ＩＧＳ）により複数のＧＮＳＳの監視及び評価を行う

実証実験に関する共同試験プロジェクトを立ち上げるこ

と等が勧告された。 

WG-C：WG-Cでは発展途上国におけるGNSSに関する能

力向上の取組を推進するため，各地域におけるワーク

ショップ等の開催及びGNSS利用者情報センターにおけ

る円滑な情報提供等を推進している。これらの取組を更

に推進するための勧告事項が提案された。 

WG-D：各GNSSで参照している測地座標系及び時系に関

する紹介が行われた他，本年末に国際地球基準座標系

（ITRF2014）を公開予定であること等の説明がなされ

た。 

 

次回のICG-11はロシアのソチにて、本年11月6日～

11日開催予定。ICG-12は東京開催となる。 

この際，GNSSを利用する衛星の高度によっては，頭

上のGNSS衛星だけでなく，地球をはさみ、反対側にあ

るGNSS衛星を利用することになるため，その利用に必

要な情報も記載する方針である。具体的には、SSVブッ

クレットに下記事項の記載が予定されている。 

1)Introduction 

2)Objectives 

3)Interoperable GNSS Space Service Volume(SSV) 

  -Definition, Benefits to Users, Parameters Charac-

terizing the Interoperable GNSS SSV 

4)Identification of Individual GNSS’s Support to SSV 

-GPS, GLONASS, Galileo, BeiDou, QZSS 

今回GPS,GLONASS,BeiDou,Galileo,IRANSS,QZS-1（みち

びき）に関する必要情報が各国から提示された。Galileo

より提示されたSSVの対象領域を図2に示す。Galileoに

関しては、図2の空間において使用するための情報（衛

星配置状況、アンテナパターン、信号強度等）が本

ブックレットに示されることとなる。 

 WG-Bの主要なタスクの一つとして、“ユーザ事業

者及びサービスプロバイダー事業者の状況を監視及び

把握し，ユーザ側に必要なシステム能力向上及び措置

を提案すること”を挙げることができる。このための

活動として、WG-Bの元にアプリケーションサブグルー

プが設置されており、日

本・中国が共同議長を務め

ている。今回、これまでの

サ ブ ル ープ 会 合 の開 催 -

GNSSに対する位置及び、

時刻に対する精度要求に加

え、利用分野毎の固有要求

を特定、整理したアプリ

ケーションカタログを説明

（表 1 に 輸 送 分 野 を 例

示）。更に網羅性を持った

内容とするため、本カタロ

グの内容のレビュー、追加

記載要望をICGメンバー国

に対し、要請することと

なった。整理結果は次回の

ICG-11にて報告が予定され

ている。 

その他議論も踏まえ、今回、

WG-Bより以下を今後の新たな活動とし

て提案、全体会合にて了承されてい

る。 

WG-Bのワークプラン 

 これ迄の主要な活動に加え、“アプ

リケーションカタログの整備“及び、

今回、新たな動きとして認識された、

“気象及びリモートセンシングに資す

るＧＮＳＳ利用の推進”が追加され

た。 

第３の共同議長 

追加されたワークプランフォローの

ため、中国を第３の共同議長とするこ

とが了承された。 

図２ SSVの対象領域（Galileoの例） 

 

      表 1 アプリケーションカタログの例（輸送分野）  
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マルチGNSSアジア（MGA）は、世界で

いち早く多くの次世代測位衛星が利用で

きるアジアオセアニア地域において利用

実証実験を推進し、新しい信号やサービ

スの活用を促進し普及させることを目的

としたデモンストレーションキャンペー

ンです。2009年に我が国が国連のもとに

あるICG（衛星航法システムに関する国際委員会）に提案

しICGの後押しのもとに進められることが決まりました。

年に一回のカンファレンスは実証成果をメンバーが持ち

寄り、また、次の実証計画を練る貴重な場で、第7回は昨

年12月にブルネイ･ダルサラームにて開催されました。

（フライヤー参照･裏表紙）今回はMGAを大きく変えてい

こうという運営側の強い思いがあって、プログラムの随

所に工夫が凝らされ、名称もこれまでの“Asia Oceania 

Regional Workshop (AORWS)からMGAカンファレンスと変

更されました。結果、多くの産業界、アジア・欧州から

の参加、そして多くの現地発信が得られ、17か国から

190名というたいへん盛況なカンファレンスとなりまし

た。いくつかピックアップして以下に報告します。 

http://www.multignss.asia/jp/workshop.html 

（１）第一日目 

  欧州研究開発資金枠組みHorizon2020のプロジェクトで

あるBELS（G-NAVIS）及びGNSS.asiaが２つのセッション

を 並 行 し て コ ー デ ィ ネ ー ト し ま し た。そ の 一 つ、

GNSS.asiaインダストリーセミナーは欧州及びアジア太平

洋地域のキープレーヤーがプレゼンを通じて情報交換を

活発に行い、産業連携を促進するための場です。GSA

(European GNSS Agency)からグローバルな、そして、イ

ンド、中国、台湾、韓国、日本、ASEANから各国のGNSS

市場動向分析、産業連携機会について、その後、各国か

ら欧州/アジア連携、GNSSソリューションチャレンジな

ど を テ ー マ に プ レ ゼ ン。http://japan.gnss.asia/news-

events/industry_seminar_07_dec_2015 

農業セミナーはブルネイ政府の要請で開催されたもので

北大野口教授からスマート農業、同柏木講師から土壌改

良についてプレゼン。ブルネイから大臣はじめ多数が参

加され熱心な議論が行われました。セミナーの様子は

さっそくプレスに掲載。 

（２）第二日目 

  オープニングセレモニーとして東大地震研加藤教授、伊

岐大使からのウエルカムスピーチに続き、ブルネイ開発

副大臣よりキーノートスピーチ。“GNSS など最新技術は

社会的経済的発展を支えるものでありブルネイの国家ビ

ジョンに沿うものである”という強い期待が示されまし

た。その後、GNSS 最新動向、GNSS アプリケーション、ネッ

トワーク、キャパシティビルディング、そしてマルチ

GNSS ジョイント実証実験のステータスレポートなどの

報告。 

  レセプションは民族色豊かな舞踏と音楽に始まり、今回

はガリレオマスターとして知られる” European Satellite 

Navigation Competition (ESNC)“ のアジア地域賞である

GNSS.asia challenge の表彰式がそのなかで行われました。

15 か国、95 のアイデアから選ばれて第 1 位となったのは

位置情報とパスワードでロック解除を行う”Geo Key“(イ

ンド)。受賞者に聞くと、小さなベンチャーでも受賞により

知名度がいっぺんに高くなり世界中からビジネスオ

ファーが来るのがコンペ一番の魅力、とのこと。来年度は

日本も頑張ってほしいところです。 

（３）第三日目 

  分科会では精密測位、防災、ITS、LBS にわかれてディス

カッション。タイからの“電子基準点を 26 箇所から３年

内に 222 箇所へ増やす”という報告は印象的でした。補強

情報をどう作るか、また、それをどう使うかはこれから議

論する、とのこと。ビジネスチャンスが広がりそうです。

他の国にも期待。 

“アジア太平洋地域における G 空間チャレンジ”は GNSS

だけでなくリモセン、衛星通信そのほかすべての G 空間技

術を活用して地震、洪水、森林破壊、都市化などの社会的

課題を解決しよう、というセッション。東大空間情報科学

研究センター長井准教授から" Geospatial Challenges in the 

Asia-Pacific Region"、マレーシアのノルディン ANGASA 長

官から" Socio-economic benefits of geospatial applications" 

と、G 空間のオープニングに相応しいプレゼン。ぜひ、皆

様にもお読みいただければと思います。 

http://japan.gnss.asia/news-events/

Geospatial_Challenges_MGA_09_12_2015 

  MGA カンファレンスは今回、大きく前進したのではない

かと思います。中国/インド/台湾/韓国/東南アジアなど

アジア太平洋地域や欧州から発信された市場動向や

GNSS ビジネス例、国際連携事例などは産業界に非常に貴

重な情報です。産業界発信の場が増えたことや、G 空間

セッションでの課題認識により、参加者間交流のきっかけ

もできたのではないかと思います。衛星通信オペレータ

SES の参加は大きな刺激です。また、 現地による発信/現

地との交流促進という点では農業セミナーに加え、現地機

関/企業のプレゼン・パネル展示多数ありました。日本から

の参加者からはもっとニーズ側の発信が欲しい、B2B マッ

チングの仕組みに工夫要、産官学バランスが必要などの意

見がありましたが総じて良い評価でした。期間中に行われ

たMGAメンバーズフォーラムで今後のMGAについて意見

交換があり、ウエッブや SNS などを用いた普段からのネッ

トワーキング活性化、実証実験サポート強化などの話があ

りました。SPAC も引き続き、MGA がより有意義なものと

なるよう事務局支援をしていきたいと考えています。皆様

にもメンバー登録いただき積極的に活動していただけれ

ば幸いです。http://www.multignss.asia/jp/index.html  

 なお、次回 MGA カンファランスはフィリピンで 11 月に

開催することが検討されています。 

最後に今回のカンファレンス開催に向けご尽力いただ

いた MGA 事務局はじめ関係方々にこの場をお借りして感

謝いたします。集合写真･関連写真（表紙） 

第7回MGAカンファレンス参加報告 

  衛星測位利用推進センター（SPAC） 桜井 也寸史 

講 演 会 場 
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表２ 測位の有料セミナ「屋内測位の最新技術」 

          （5月26日午後、敬称略） 

 
表３ 測位の無料セミナ「ロケーションサービス～準天頂

衛星、屋内測位、位置情報利用～」 

（5月27日午後、敬称略） 

 

日時  8月１日（月）～6日（土） 

場所  東京海洋大学 越中島キャンパス 

定員  40名（日本人20名、定員達成時募集締め切り 

            外国人20名（一部奨学金給付）） 

内容 GNSS測位原理、GNSS/SDR受信機、RTK測位実習、

海上測位実習、屋内測位、システムデザイン実習 

使用言語 英語 

詳細と申込 学会HP：http://www.gnss-pnt.org/ 

日時：2016年10月25日(火)-27日(木) 

場所：東京海洋大学越中島会館 

25日懇親会、27日研究発表会、その他TBD 

ロボットカーコンテスト 日程等未定 

詳細は測位航法学会学会HPに順次掲載 

日本航海学会GPS/GNSS研究会 春季講演会 

日時 平成28年 5月20日（金）午前午後 未定 

場所 神戸市勤労会館（三宮） 

講演等TBD 

研究会HP URL http://gnss.j-navigation.org/ 

名古屋大学 河口 信夫 屋内測位技術の現状と地下街

O2O マーケティングへの応用

事例 

立命館大学 西尾 信彦 G 空間情報技術を活用した消

防救助システムの研究開発 

富士ロジテック 

      川口 公義 

物流倉庫における屋内測位利

用と動線分析 

福井大学  山下 芳範 病院における位置情報の活用

と医療 ICT との連携 

東京海洋大学 久保 信明 ［基調講演］高精度衛星測

位の現状と未来 

内閣府宇宙戦略室 

       田村 栄一 

準天頂衛星システムについ

て（仮） 

衛 星 測 位 利 用 推 進 セ ン

ター          松岡 繁 

調整中 

東京大学   柴崎 亮介 ［基調講演］調整中 

マルティスープ 

       那須 俊宗 

屋内測位活用ソリューショ

ン「iField indoor」ご紹介（仮） 

日本ジー・アイ・ティー 

               西川 久 

ＵＷＢを用いた高精度測位

測距システム（仮） 

その他、出展社の技術紹介   

ワイヤレス・テクノロジー・パーク（WTP）2016 

  開催のご案内    NICT 高橋靖宏（本会理事） 

  WTPは、日本で唯一の無線通信の技術的な展示会・セ

ミナ・アカデミアであり、今年で11回目となるWTP2016

は表１のとおり開催される。WTP2016では、近年、研究

開発が盛んになっている以下をキーワードとして、展

示（一部は特別パビリオン）やセミナで、最新技術の

紹介を行う。 

・５Ｇ（第５世代移動通信システム） 

・ＩｏＴ、Ｍ２Ｍ、Wi-SUN 

・ＩＴＳ、自動走行・自動安全走行のための無線 

・ＱＺＳＳ、屋内測位、位置情報利用、Ｇ空間情報 

・防災・減災、耐災害ＩＣＴ 

表１ WTP2016の開催要項 

 
WTPでは、測位については、一昨年から特別パビリオン

を作り、一昨年は8機関、昨年は18機関の出展があっ

た。WTPの来場者は、測位の専門家・関係者は少なく、

大半は通信技術者等であるが、測位パビリオンは通信

技術者等に大変興味を持たれ、大勢の来場者がで所狭

しと熱心に説明を聞いている姿を多く見かけた。WTPを

通して測位技術を無線通信技術者等、幅広い層に広め

ることができたと考えている。 

 今年も昨年程度の出展で、測位（ロケーションサー

ビス）パビリオンを形成し、昨年に引き続き、屋内測

位の各種方式（IMES、ビーコン、非可聴音、及びUWB）

のデモ、及びパビリオン内でのプレゼンを予定してい

る。 

 セミナでは、一昨年は屋内測位、昨年は測位全般の

有料セミナ・無料セミナを開催し、大変好評であっ

た。今年も昨年同様とし、有料セミナ（表２）では屋

内測位だけとして、実用に近い実証実験の紹介から技

術的内容の詳細な説明や、動線分析までを網羅する。

無料セミナ（表３）では、展示会場内の300名の会場

で、QZSSを主とした衛星測位、屋内測位・位置情報利

用について、大学から２件の基調講演、及び出展者等

の講演を予定している。 

 測位以外のセミナでは地方創生と地域情報化セッ

ションで総務省「Ｇ空間防災システムとＬアラートの

連携推進事業」の受託先の徳島県、及び熊本県人吉市

の講演があり、ＩＴＳの有料セミナで名古屋大学から

自動走行の講演がある。 

 アカデミアでは、大学・大学院の学生の口頭発表、

及び大学研究室のポスター発表の場であり、3月31日が

申込み〆切になっており、測位関係の発表も可能。 

 WTP2016の入場、及びセミナの申込みはwebから可能

であり、多くの測位の関係者の来場を期待します。 

日時 2016 年 5 月 25 ～ 27 日 

場所 東京ビッグサイト西館 

主催 NICT、YRP 研究開発協会、他 

後援 測位航法学会、他 

テーマ 2020年に向けて 世界一を目指すワイヤレ

ス技術 

web  https://www.wt-park.com/ 

GNSSサマースクール参加募集中 

GPS/GNSSシンポジウム2016 

日本航海学会GPS/GNSS研究会講演会 
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1.  技術所掌範囲「技術項目表」の制定 

衛星測位技術者に求められる技術所掌範囲、習得す

べき技術項目と内容、主な技術キーワード、評価

ウェイト等を整理し、「技術項目表」として制定し

た。 

2. 「主幹者制度」の制定 

学会の推奨を受けた知見のある先生方を「主幹者」

として位置付けて、各技術項目におけるテキストの

執筆、認定部会への助言等を行ってもらう体制とし

た。 

今後、認定部会が事務局として、テキスト等の編集

や各種手続きなどを総括する。 

3.「執筆要綱」の制定 

「衛星測位技術者テキスト」および「衛星測位技術

者 認定試験問題・解答」の執筆要綱を制定した。 

テキストの位置付けや対象者、衛星測位技術者に求

められる要件、テキスト執筆上の難易度の指標とレ

ベル合わせ、執筆要領、執筆の依頼と契約、著作権

の取扱い、など多岐に渡るが、部会メンバーの所属

元の法務部門や知的財産権部門のノウハウを活かし

ながら整備した。 

4. 「趣旨説明」キャラバン 

すべての主幹者の先生方を訪問、あるいは来訪頂

き、認定部会の趣旨説明を行った。 

内容は、技術者認定活動の背景と趣旨、技術者認定

部会の領域と主幹者制度、活動内容、技術者におけ

る認定取得の価値、スケジュールなど。 

すべての主幹者の先生方からご快諾頂いた。 

1.テキストおよび試験問題の「執筆」の準備および主

幹者調整 

（1）雛形による均一性確保の活動 

・認定部会から「テキスト」および「試験問題」の

難易度の認識レベルを合わせ、均一性を確保する

ため、雛形となる章の原稿案を準備する。部会内

で協議を経て主幹者に雛形を展開し、書きぶりを

確認して頂く。 

・テキスト雛形の執筆進め、4月リリース、試験

問題の雛形も同様に9月にリリース。 

（2）目線合わせ会議、ほか 

・難易度の指標とレベルを合わせるため、目線合わ

せ会議を行う。4月。 

・著作権の取扱いを含めた執筆契約を要する主幹者

との個別調整を行う。随時。 

2.「編集」作業および主幹者の調整 

（1）編集作業 

・テキストおよび試験問題を主幹者から収集し、所定

の書式に編集する。 

編集期間は、テキストを8月～10月、試験問題を12

月～来年2月で予定（期間は暫定）。 

 （2）編集会議 

・編集途上の意見照会は、随時実施する。必要により

全体で編集会議を開催する。 

  テキストは10月、試験問題は、来年3月を予定。 

3.事業性の検討 

・認定事業に伴う諸課題を検討する。営業や会計等、

継続的な諸活動にかかる費用推計など、運用にかか

る事業計画を部会内で協議。軽率にスタートしない

で精査する。 

 広報戦略部会2015年度活動報告 
部会長 防衛大学校 浪江 宏宗（正会員） 

  本部会としては、昨年度に続き今年度も “準天頂衛

星/GNSSを利用したロボットカーコンテスト”を中心に

活動することとし、準天頂衛星システムサービス株式

会社（QSS）殿、一般財団法人 衛星測位利用推進セン

ター（SPAC）殿、及び、公益社団法人 日本航海学会 

GPS/GNSS研究会殿に共催をお願いすることでの活動と

なった。 

 この「第9回GPS・QZSSロボットカーコンテスト

2015」は、10月24日（土）13～16時に東京海洋大学 越

中島キャンパス グラウンドに於いて開催され、この成

果については、11月26日（木）に東京 お台場の日本科

学未来館で開催されたG空間EXPO2015の中で、デモ走行

を行い紹介された。尚、詳細については、本学会

ニューズレター第VＩ巻第4号p.9で紹介されているので

ご参照されたい。 
  一方、雑誌への寄稿等についても、以下に示す活動

を実施した。 

◆2015月 3月20日「広報戦略部会活動報告」 

   測位航法学会ニューズレター、 

       第Ⅵ巻、第1号、p.11（執筆 浪江） 

◆2015年 4月27日「2015年度  

  上半期 学会活動スケジュール」ＧＩＳ ＮＥＸＴ 

   第51号、Next Square 07、p.83（執筆 浪江） 

◆2015年 7月27日「GPS・QZSSロボットカーコンテスト 

  GPS/GNSS国際シンポジウム2015」ＧＩＳ ＮＥＸＴ   

 第52号、Next Square 08、p.79（執筆 入江、浪江） 

◆ 2015 年 10 月 27 日「GPS/GNSS 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム

2015」ＧＩＳ ＮＥＸＴ第53号、Next Square 06、p.78

（執筆 浪江） 

◆2015月12月22日「GPS・QZSSロボットカーコンテス

ト2015開催報告」測位航法学会ニューズレター、第Ⅵ

巻、第3号、p.9（執筆 岩城、入江） 

◆2016年 1月25日「GNSS国際シンポジウム2015開催

報告」ＧＩＳ ＮＥＸＴ 

第54号、Next Square 09、p.78（執筆 浪江） 

◆2016年 1月「GNSS国際シンポジウム2015開催報

告」日本測量協会「測量」Vol.66 

No.1、pp.-（執筆 浪江） 

2016年度 衛星測位技術者認定部会 活動計画  

部会幹事 NTTドコモ 山森 修 （正会員） 

衛星測位技術者認定部会の2015年度の活動報告 

部会幹事 NTTドコモ 山森 修 （正会員）  
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編集後記   

 お彼岸、そして桜の開花宣言と、着実に春が近づい

て来ています。そう言えば、先日、ランドセルを置い

た少し大人の顔を装う子供達を見掛けました・・卒業

式だったのでしょう。 

 日本の測位衛星（準天頂衛星）も、後2年で信号サー

ビスがスタートします。意味のある測位信号利用を大

きく広げていくためには、この辺りで脱皮して新しく

成長して行く必要がありそうです。そのためにも、皆

様のお力になれるような記事を取り上げて行くよう、

努力致します。  

      ニューズレター編集委員長 峰 正弥 

 測位航法学会は測位・航法・調時に関する研究開発教

育に携わる方々、これから勉強して研究を始めようと

する方、ビジネスに役立てようとする方、測位・航法・

調時に関心のある方々の入会を歓迎いたします。皆様

の積極的なご加入とご支援をお願い申し上げます。 

申込方法：測位航法学会事務局へ申込書（http://

www.gnss-pnt.org/pdf/form.pdf )をお送りください。 

会員の種類と年会費：個人会員【¥5,000】  

学生会員【¥1,000】 賛助会員 【¥30,000】 

法人会員【¥50,000】特別法人会員【¥300,000】  

申込方法：測位航法学会事務局へ申込書 

お問い合わは 03-5245-7365 又は info@gnss-pnt.org 

入 会 の ご 案 内 

測位航法学会役員  
（平成 26 年 4 月 24 日～平成 28 年総会まで） 

会長 

安田 明生 東京海洋大学 

副会長 

加藤 照之 東京大学地震研究所 

峰 正弥    衛星測位利用推進センター 

理事 

入江 博樹 熊本高等専門学校 

坂本 規博 宇宙政策アナリスト(元日本航空宇宙工業会) 

澤田 修治 東京海洋大学 

柴崎 亮介 東京大学 

菅野 重樹 早稲田大学 

菅原 敏    （株）日立製作所 

曽我 広志 日本電気（株） 

高橋  冨士信 横浜国立大学 

高橋 靖宏 情報通信研究機構 

瀧口 純一 三菱電機（株） 

寺田  弘慈 宇宙航空研究開発機構 

中嶋 信生 電気通信大学 

福島 荘之介 電子航法研究所 

宮野 智行 東京都立産業技術高等専門学校 

監事 

小檜山 智久 (株)日立産機システム 

北條 晴正 東京海洋大学 

4/26（火）9:30-12:30 

   （1）GNSSによる測位の原理 

     ・時刻の観測と測位 

     ・M系列符号 

     ・航法メッセージ 

4/26（火）13:30-16:30 

   （2）精密測位に必須の搬送波位相 

   （3）GPS、QZSSの信号 

   （4）受信機RF部 

4/27（水）9:30-12:30 

（5）信号処理回路及びソフトウエア 

（6）擬似距離及び搬送波位相の観測 

4/27（水）13:30-16:30 

（7）単独測位の概要 

・擬似距離を利用した測位 

（8）今後が注目される測位の概要 

・RTK、MADOCA、CLASなどの原理や特徴 

4/28（木）研究発表会 

お申し込みは以下のURLよりお願いします。 

http://www.gnss-pnt.org/taikai28/ 

セミナー・研究発表とも締め切りは4月22日(金)です。 

昨年のセミナー風景・裏表紙 

日時 平成28年4月26日（火）セミナー①②（並列）    

      27日（水）セミナー①②、総会、懇親会 

      28日（木）研究発表会 

場所 東京海洋大学 越中島キャンパス 

セミナー① 

GNSS 測位入門から RTKLIB の活用まで 

  講師 高須 知二 氏 

4/26（火）9:30-12:30 

   （1）GNSS 測位入門 

   （2）RTKLIB の概要と導入（実習） 

   （3）RTKLIB の基本操作（実習） 

4/26（火）13:30-16:30 

   （3）GNSS 測位の基礎 

   （4）RTKPLOT の基本操作（実習） 

   （5）RTKPOST による単独測位（実習） 

4/27（水）9:30-12:30 

   （6）基線解析と RTK の基礎 

   （7）RTKPOST による基線解析（実習） 

   （8）RTKNAVI による RTK（実習） 

4/27（水）13:30-16:30 

   （9）RTK の応用 

   （10）RTKLIB による複合解析（実習） 

   （11）RTKLIB の活用 

セミナー② 

GNSS受信機の概要と先進の高精度測位方式について 

  講師 荒井 修 氏 

平成28年度全国大会 開催案内 



12 

 

法人会員  

 測位航法学会 事務局 

  〒 135-8533 東京都江東区越中島 2-1-6  東京海洋大学 第 4 実験棟 4F 
  TEL ＆ FAX ： 03-5245-7365  E-mail ： info ＠ gnss-pnt.org 

日本電気株式会社 

賛助会員 

セイコーエプソン株式会社    

ヤンマー株式会社    航空保安無線 

システム協会 

第7回 

  MGA カ ン

ファレンス 

フライヤー 

本文P.8 

今年のIS-GNSS 2016は台湾台南市の国立成功大学で、

12月5-7日に開催されます。 

URL：http://isgnss2016.ncku.edu.tw/ 

昨年の全国大会 

セミナー風景  P.10 


